
 

 

令和６年度 教科研修会Ⅰに向けた授業の構想 
社会科 

１ 社会科の研究テーマ 

思考・判断したことを説明したり、 

それらを基に議論したりする力を高める学習の在り方 

 

２ 社会科として育成を目指す資質・能力の受け止め（研究テーマに示す力が高まっている生徒の具体の姿） 

・世界の様々な地域の特色について多面的・多角的に考察したことを基に、世界各地

で開店するラーメン店の内容を、そこに住む人々に受け入れられるものとなるよう

に議論している姿    （１学年、「地理的分野 世界各地の人々の生活と環境」） 

・地域的な課題の解決に向けて、考察、構想したことを適切に説明し、自らの考えを

基に議論している姿          （２学年、「地理的分野 地域の在り方」） 

・歴史に関わる事象についての意味や意義について、自分の考えを論理的に説明する

姿や、他者の主張を踏まえたり取り入れたりして、歴史に関わる事象についての自

分の考えを再構築しながら議論する姿        （全学年、「歴史的分野」） 

・資料から情報を収集し、必要な情報を選択し、それを用いて考えたことや導き出し

た結論を、具体的、論理的に説明する姿       （３学年、「公民的分野」） 

 

３ 単元名・学年 「世界の古代文明のおこり」・１年 

 

４ 単元の概要（全６時間扱い 本時は第４時） 

単元の学習問題 

人類はどのように進化し、文明を発展させてきたのだろうか。 

単元展開 

時間 学習活動 

第１時 

◆導入資料から、単元の学習の見通しをもつ 

【単元の学習問題】 

人類はどのように進化し、文明を発展させてきたのだろうか。 

◆資料を活用して、問題解決をする 

【学習問題】人類はどのように進化したのだろうか。 

【学習課題】人類が生活していた場所や、使っていた道具の変化に着目して 

調べよう。 

第２時 

～ 

第３時 

◆四大文明が発展した理由を、共通点や相違点に着目して考察する 

【学習問題】古代の文明は、どのように発展したのだろうか。 

【学習課題】当時の生活の様子や文明が発展した場所に着目して調べよう。 

【学習問題】古代の中国の文明は、なぜ発展したのだろうか。 

【学習課題】他の文明と中国の文明の共通点や相違点に着目して調べよう。 

第４時 

（本時） 

◆これまでの学習を基に、四大文明以外の場所で、最も文明が発展していた

場所を個人で判断し、友と議論する 

【学習問題】四大文明以外の場所で、最も文明が発展していた場所はどこな

のだろうか。 

【学習課題】四大文明が発展した共通点に着目してその理由を考えよう。 

第５時 

◆四大文明以外の場所の文明の発展について理解する。 

【学習問題】四大文明以外の場所でどのように文明が発展したのだろうか。 

【学習課題】四大文明との共通点や相違点に着目して考えよう。 

第６時 ◆単元の学習を振り返り、単元のまとめをする 



 

 

社 会 科 学 習 指 導 案 

令和６年５月 15 日（水）５校時 １年Ｃ組教室 授業学級 １年Ｃ組（40 名） 

 授 業 者 池田 遼 
１ 単元名 「文明のおこり」 
２ 主眼                   ※【 】内は、中学校学習指導要領との関連を指している 

四大文明以外に文明が発展していた地域はどこかを考える場面で、四大文明が発展した共通点に着
目して複数の資料からその理由を考察し、自らの考えを基に友と議論することを通して、文明が発展
する条件について自らの考えを、根拠をもって説明することができる。【Ｂ（1）ア(ｱ)】 

３ 単元の学習問題：人類はどのように進化し、文明を発展させてきたのだろうか。 
４ 本時の位置（全５時間中 第４時） 
前時：古代の中国文明が発展した理由を、他の文明との共通点や相違点に着目して考察した。 
次時：四大文明以外の場所の文明の発展について理解する。 

５ 展開 

 

段階 活動 予想される生徒の反応 教師の指導・助言 評価 時間 

導 
 

入 

１ 学習問
題を設定
し、学習課
題を据え
る。 

 
 
 
 
 
 
 
  

ア 文明の発展には共通点があると分かっ
た。でも他の地域でも文明は発展していた
のではないか。 

イ 古代の中国と日本を比較すると、日本に
も文明はあったが、四大文明と比較すると
あまり発展していなかった。 

ウ 四大文明以外では、どこの地域で文明は
発展していたのだろうか。 

 
 
エ これまでの学習のように、文明が発展し
た共通点から考えればよさそうだ。 

・前時の学習の振り返りを発
表するように促し、文明が発
展する共通点を全体で確認
する。 

・イのような考えを受け、どの
地域で文明が発展していた
か問い掛け、ウのような発言
から学習問題を設定する。 

 
 
・エのような発言を取り上げ、
学習課題を据える。 

10 
分 

展 
 

開 

２ 資料を
基に個人
で考え、判
断する。 

 
 
 
３ グルー
プで議論
し、全体で
共有する。 

オ 大河があることはどの文明にも共通して
いる。大河がある場所を探そう。 

カ 四大文明は、どこも同緯度にあるから、似
たような地域で文明が発展していたのでは
ないか。 

キ 大河があり、陸で続いているアマゾン川
周辺でも文明が発展していたと思う。 

ク Ａさんの考えは、人類が出現したアフリ
カに近いかどうかを根拠としていた。たし
かに、アフリカと陸で繋がっていた方が発
展しやすいのかもしれない。 

ケ Ｂさんの考えは、緯度に着目して、気候を
根拠に考えていた。アマゾン川周辺だと、熱
帯だから暑すぎるかもしれない。 

コ 友の考えを聞いて、ヨーロッパのドナウ
川周辺で文明が発展していたと考えた。大
河があるという根拠と、アフリカから近く
過ごしやすい気候であることを考えると、
ドナウ川周辺がよいと思う。  

・「四大文明の位置」等の資料
を配付する。 

・追究が進まない生徒には、ワ
ークシートから文明の共通
点を確認するように促す。 

・キのような反応から、グルー
プで議論するように促す。 

・自分の考えを説明する際に、
どのような共通点に着目し、
それがどのように考えの根
拠となっているのかを示す
ことを全体で確認する。 

・机間指導を行い、それぞれの
考えの根拠を確認しながら
指名計画を立てる。 

・自らの考えを発表するよう
に促し、発表された考えを、
根拠となる視点ごとに分類
し、構造的に板書する。 

15 
分 
 
 
 
 
 

15 
分 
 

終 

末 

４ 本時の
学習を振
り返り、ま
とめをす
る。 

  

サ これまでは文明が発展する条件は、大河
があり、農耕がしやすいことだと考えてい
た。しかし、それだけではなく、気候やアフ
リカと陸でつながっていることも文明が発
展するために必要だと分かった。 

シ 日本でも文明が発達していったように、
他の地域でも文明は発展していたと思う。
発展した時代に着目すると文明の広がりが
さらに分かるかもしれない。四大文明以外
の文明について調べてみたい。 

・本時の学習について、「分か
ったこと」と「さらに調べて
みたいこと」という視点から
振り返り、ワークシートに記
述するように促す。 

 
 
  

10 
分 
 
 
 
  文明が発展する条件につい

て自らの考えを、根拠をも
って説明している。 
（観察、ワークシート） 

学習問題：四大文明以外では、どこの地域で文明が発展していたのだろうか。 

学習課題：四大文明が発展した共通点に着目して、その理由を考えよう。 
 


